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開場　１４:３０   
開演　１５:００ 
(２ステージ入替なし ) (1drink=６００～ ) 

MC=３７００＋２drinks order

橋爪亮督
1970 年生まれ。岡山大学在学中 20 歳の時にボ
ストン・バークリー音楽大学から奨学金を受け渡
米。1996 年同校 Jazz 作曲科卒業。同年初のリー
ダー作となる「And Then You Heard Tales

（HAO Record 428）」をアメリカ国内でリリース。
翌年 2 枚目のリーダー作「In A Stranger's Hand

（HAO Record 429）」をリリース。 1997 年帰国。
2006 年 POLYSTAR JAZZ LIBRARY より国内初
となるリーダー作「WORDLESS」(P.J.L. 
MTCJ-3031) をリリース。 2008 年 BounDEE 
JAZZ LIBRARY より国内 2 作目となる「AS WE 
BREATHE」(B.J.L. DDCJ-7004) をリリース。
2009 年 Grapes Record より国内初のライブ録
音となる「Needful Things」(GPS-1206) をリリー
ス。2012 年 tactilesound records より

「ACOUSTIC FLUID」(TS001) リリース。2013
年 Apollo Sounds よりグループとしては初のラ
イブ盤「Visible/Invisible」(APLS-1304) をリリー
ス。2014 年続編となる「SIDE TWO」
(APLS-1410) をリリース。現在は全曲オリジナ
ルによる自身のグループを中心に新宿ピットイン
を始め首都圏ライブハウス等で活動中。2017 年

「incomplete voices」をリリース。

市野元彦
1968 年兵庫県神戸市生まれ。Berklee College 
of Music 卒業。Mick Goodrick, Bret Willmott, 
Tony Gaboury に師事。2001 年に帰国後、首都
圏ライブハウス等で活動を開始する。2007 年 2
月にソロリーダー作『Sketches』(Ammonite 
Musique)、2008 年 11 月に『Time Flows (like 
water)』(Boundee Jazz Library) を発表。2014
年 2 月、自己のバンド rabbitoo の 1st アルバム

『national anthem of unknown country』
(SONG X JAZZ) が発売。2014 年 6 月には同ア
ルバムのフランス盤 (naïve) がヨーロッパ市場に
向けてリリースされ、フランスのテレビ局”
MEZZO TV”の Top Mezzo of September 2014
に選出されるなど国内外で高い評価を得る。
2016 年 4 月、2nd アルバム『the torch』
(SONG X JAZZ) が発売。現在は Sweet 
Herringbone [ 元山ツトム (pedal steel g) 笠井ト
オル (b) 山本達久 (ds)]、Time Flows Quartet [ 津
上研太 (as) 落合康介 (b) 外山明 (ds)] 、rabbitoo 
[ 藤原大輔 (ts) 佐藤浩一 (keys) 千葉広樹 (b)] など
の自己のプロジェクトを中心に活動。またレギュ
ラーグループとしては橋爪亮督 GROUP、渋谷毅 
DUO、小山彰太 “幽玄郷”、織原良次 “miD”、佐
藤浩一 “Melancholy of a Journey”などに参加
している。参加 CD 多数。

大村亘
ドラマー、タブラ奏者、作曲家。東京都生まれ。ア
メリカとオーストラリアで育ち今でも世界中の音楽
家達と交流を深め続けている。毎年インドに出向き、
タブラという北インドの伝統打楽器を研鑚中。2015
年には文化庁より新進芸術家海外研修員に選ばれる。
2018 年にニューヨーク録音された Benign 
Strangers は同年米 Downbeat 誌のベストアルバム
の１枚に選ばれる。同アルバムはグラミー賞にプリ
ノミネート。Mike Rivett, 佐藤浩一から成るユニッ
ト、『Bungalow』では 5 作品発表している。今まで
にフェスティバルやレコーディングでアメリカ、オー
ストラリア、インド、香港、中国、台湾、韓国、ヨ
ルダン、ルクセンブルグと幅広い活動域を展開し、
独創的な音楽創りを試み続けている。

橋爪亮督
市野元彦
大村亘tabla

guitar, effects

tenor sax, flute, electronics
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